
道北ブロック

地理歴史科・公民科
令和元年11月14日

（主管教育局 上川教育局）

令和元年11月14日（木）、旭川永嶺高校を会場に授業改善セミナー（教科指導講座）を開

催しました。道北ブロックの各管内からスペシャリスト５名、中学校の先生４名を含む27名

の参加がありました。本講座の実施内容などを紹介しますので、先生方の授業改善の参考とし

て御活用いただければと存じます。

（１／２）

（別紙５）

テーマ「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」

１ 説明 新学習指導要領に関する説明

地理歴史科及び公民科における科目の履修の順序性や、各科目の構成・内容についての

説明

２ 研究授業及び研究協議

授業者 旭川永嶺高校 坂 和彦 教諭（スペシャリスト）
科目等 政治・経済：単元「労使関係と労働条件の改善」（３年次）

研究協議

参加者は、グループに分

かれ、拡大指導案を用い

て、本時の授業を時系列

で分析し、学びを深める

方策などを協議

生徒へのインタビュー

参加者は、授業終了後に、

生徒に「何を理解できた

か」などをインタビュー

し、生徒の立場から「学

びの深まり」を確認

研究授業

参加者は、生徒の活動に

注目し、学習指導案に「学

びが深まった場面」や「学

びが不足していた場面」

を記入

４ 演習・協議 教材づくりに生かせる情報通信ネットワークの活用
パソコン室において、「アジア歴史資料

センター」や「地理院地図」、「政府統計の

総合窓口」など様々なウェブサイドの使い

方についての演習・協議
▲アジア歴史資料センター

３ スペシャリストによる実践発表
世 界 史：綾 如永 教諭（旭川東高校） 地 理：飯岡 寛治 教諭（旭川西高校）

日 本 史：内海 景憲 教諭（名寄高校） 現代社会：宮崎啓一郎 教諭（旭川北高校）

課題解決に向けた「主体的・対話的で深い学び」の実現（「アクティブ・ラ

ーニング」の視点からの授業改善）、実践的な「教科指導力」の向上、ＩＣ

Ｔの活用、各学校における授業改善の視点の拡大

本講座の実施により期待される成果

▲政府統計の総合窓口



（別紙５）

授業改善セミナー（教科指導講座）報告 道北ブロック 地理歴史科・公民科

今回のこの報告は、次のウェブページに掲載しております。

＜上川教育局ウェブページＵＲＬ＞

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kkk/index.htm

（２／２）

参加者の声
○ 授業において「問い」を設定することが重
要であると考えていましたが、今回様々な取
組を聞いて大変参考になった。

○ 久しぶりの参加でしたが、異動して環境が
変わる中で、授業改善のヒントをたくさんい
ただいたと思います。

○ 教科担当が一人しかいないので、他校の実
践例を知ることができ、大変よかったです。

参加者アンケートの結果（一部）

○紹介した教材や指導方法は、活用で
きますか
・大いに活用できる ５１．９％
・活用できる ４８．１％

○講座は授業実践力の向上に役立ち
ましたか
・大いに役立った ５５．６％
・役立った ４４．４％

スペシャリストの発表内容

日本史：内海教諭

復習や史料読解など目的に応じてペア

ワークを使い分ける学習指導や、リフ

レクションシートを活用して知識・技

能の習得を図る授業実践について紹介

いただきました。

世界史：綾教諭

世界史における地理や日本史との融合

を意識した授業展開や、思考力の深化

を促すための時代の転換を考察する論

述問題などの授業実践について紹介い

ただきました。

現代社会：宮崎教諭

現代社会の諸課題について、生徒同士

の対話を通して、違った価値観や立場

からの意見を聞くことにより、深い学

びに繋げる授業実践について紹介いた

だきました。

地理：飯岡教諭

プレゼンテーションソフトを活用した教師

と生徒の双方向のやりとりを重視した

授業展開や、生徒同士の共同学習によ

りセンター試験の問題に取り組ませる

授業実践について紹介いただきました。


